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Paraphenylendiaminヲ 含 有 セ ル 染 毛 劑 使 用 ニ

因.ル2, 3尿 成 分 ノ變 化 ニ就 テ

岡 山醫 科大 學法 醫 學教 室

中 井 良 平

緒 言

毛髪ガ固有 ノ黒色ヲ呈スルハ言 フ迄モナク毛髪細胞自己ノ固有色,色 素含量ノ多少,室 氣含

量ノ多寡等ニ關 スル 卜コロナル ガ,異 常ノ色調ヲ呈スルモノ案外ニ多ク,從 ツテ之ヲ美容ハ點

旨リ自然ノ黒色ニ近クセン卜シ,或 ハマタ老年性變化ニヨル白髪ヲ黒クナサ ントスルハ古今變

ラザル人情ノ機微 ナリ.而 モ此欲求ヲ生理的ニ満足 セシムベキ方法 ノ存 スルナシ,此 時ニ當 リ

驚異的進歩 ヲナセル色素化學 ハ遂ニ此種 ノ欲求 ヲ満足 セシメ得ル多數ノ染毛劑ヲ出現 セシムル
く

ニ至 レ リ.

然 ル ニ之 等 染 毛 劑 ノ中 ニハ全 ク無 害 ナル モ ノナ キ ニ非 ズ 卜雖 モ,其 大 部 分 ハ有 害 ナ ル モ ノニ

シテ,余 ハ調 査 シ得 タル染 毛劑36種 ハ中殆 ド大 半 ハ有 害 ナ ル物 質 ヲ含 有 シ,其 中最 モ多 キ ハ

Paraphenylendiaminヲ 含 有 スル モ ノナ リ,之 等 ノ染 毛劑 ハ大 約 次 ノ如 キ處 方 ハ下 ニ製 造 販 賣

セ ラル ト云 フ,

A.)一 種 品 卜シテ販 賣 セラ ル ル モ ハ

Paraphenylendiamin　 2.0

「トラ ガ ン 卜ゴ ム」　 20.0

蒸 留 水　 10.0
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B)二 種 品 卜シテ販 賣 セ ラル ル モ ハ

イ)甲 液

Paraphenylendiamin •@ 2.0

蒸 餾 水　 50.0

乙 液

3%過 酸化水素水　 30.0

ロ)甲 液

Paraphenylendiamin•@ 2.0

抱 水 「ク ロ ラー ル」　 0.5

蒸 餾 水　 50.0

乙 液

3%過 酸 化水 素水　 30.0

等 ナ リ.

parapbenylendiaminハaromatische Diamineノ1ッ ニ 屬 シ,頗 ル酸 化 シ易 ク室 氣 ト觸 ル

ル時 ハ漸 次 酸化 セ ラ レテ暗 色 卜ナ ル.又 之 ヲ適 宜 ナル 酸 化劑,例 ヘバ過 酸 化 水 素 水 ヲ以 テ處 理

ス ル トキ ハ黒 色 不溶 解 性 ノ色 素 ナルChinondiminヲ 形 成 ス.染 毛劑 トシテ本 劑 ノ應 用 セ ラル

ル 所 以 ハ茲 ニ存 ス.即 チ獨 逸 ニ於 テ ハ 古 ク ヨ リUrsolナ ル名 ノ下 ニ革 皮製 造 方 面 ニ大量 ノ使 途

ヲ有 シPhonix, Juvenia, Juvenol, Aureol, Nucin, Nusseztract, Pelzschwarz A. G.等 ハ

名 稱 ノ下 ニHaarfarbemittel卜 シテ販 賣 セ ラ レ汎 ク化 粧 用 卜シテ應 用 セ ラ レタ リ.

然 ル ニ本 剤 ハ上 記 ハ如 ク,又 已 ニ多數 ハ研 究 報 告 ニ ヨ リテ知 ラルル 如 ク其 中 ニ ハ烈 シキ毒 性

ヲ有 スル 物 質 ヲ含 有 シ,コ レガタ メ本 劑 ハ使 用 ニ ヨ リテ 中毒 ヲ發 シタ ル例 ノ報 告 セ ラ レタ ル モ

ノ甚 グ多 シ.

Duvois u. Vignon1)等 初 メテ本劑 ニ因ル中毒症状 ニ就キテ記載 セ リ.即 チ劇 シキ掻痒感 ヲ以 テ初 マル顔

面,頭 部 ハ濕疹,眼 瞼.前 額,頬 部 ハ水腫,頭 皮,眉 部.上 肢 ニ發スル水 泡(遂 ニ痂皮 ニ變 ズ),其 他眼球突出

症,結 膜 ハ水腫性腫脹及 ビコ レニ基 ク結膜浮風 全 眼窩組織 ハ浸潤 竝 ニ涙腺腫脹及 ビ涙腺 ニ於 ケル黒褐色 々

素 ノ沈着等 ヲ指摘セ リ.

Puppe2)ハ 更ニDuvois u. Vignonノハ指摘 セル トコロヲ動物實験 ニ因 ツテ確證 シ, 0.1 pro kgヲ 經 口的 ニ

家 兎ニ與 フレバ直 チニ重 篤ナル全 身中毒症 状ニ次 デ經攣 ヲ起スヲ見 タリ.犬 ニ於テ ハ流誕.嘔 吐,下 痢,血

尿等 ヲ發 シ,小 量 ヲ皮下 ニ與 フレバ定 型的眼症状 ハミヲ呈 シ,家兎 ニ於 ケル ヨ リモ本劑 ニ對 シ鋭敏 ナルコ 卜

ヲ見 タリ.

Kobert3)ハ 血液 ト混ズ レバMethamoglobinハ 形成 セラルル コ トヲ認 メ, Erdmnnn u. Vahlen4)ハ 精細 ナ

ル藥物學的 研究 ヲナ シ,本 劑 ハ塗布 ニ ヨリ局所 性竝ニ吸收性濕疹 ヲ生 ズルコ 卜ヲ觀察 シ,其甚 ダシキ局所性

作用即チ濕疹,皮 膚潰瘍,其 他眼突出症,頸 部浮腫,舌 ハ腫脹膨大等ハParaphenylendiaminハ 中間酸化物

2



Phenylenphylendiaminヲ 含 有 セ ル染 毛 劑 使 用 ニ 因 ル2, 3尿 成 分 ハ變 化 ニ就 テ 2885

ナルChinondiminニ ヨルモ ハナ リ卜シ,又重篤 ナル中樞神經系 ハ症状ハParaphenylendiamin夫 レ自身 ハ作

用 ニ基 クモハ トシ,此 毒物 ハー種 ハkrampfgiftニ 屬 スル モハ 卜セ リ.

松 本氏5)ハParaphenylendiaminハ 生物學的 方面ヲ檢討 シ温 血動物 ニテ ハ炎症 ヲ來セル皮膚 ヨリ吸収セ

ラ レ,冷 血動物(蛙)ニ テハ之 ニ反 シ正常皮胃 ヲ通 ジテ吸 收セ ラレ皮膚 ヲ流通 セル酸 素ニ ヨリ酸化 セ ラレテ

毒性 ヲ發揮 スルモ ハナ リ卜推論 セ リ.

人 ニ於 ケル中毒例 ニ闘 シテハCathelinau6)ハ 其報告セル18例 ニツキ中毒 症状 トシテ顔面高度 ハ腫 脹,結

膜浮腫,眼 瞼強 度 ノ腫 脹,流 涙,眼 突出症等 ヲ擧 ゲ, Schutz7)ハ 頸部竝ニ胸部ニ腐蝕性液 ヲ流 シタルガ如

キ.縦走 セルErythem發 赤 ヲ見, Laborde u. Melliere8)ハ 本劑 ヲ長期 ニ亙 リテ使用セル モハニ胃痛,嘔 吐,

 Anorexia,倦 怠感,羸 痩. Mahogani様 褐色尿 ヲ メ, Berger9)ハ 中心性暗點,乳 頭 ノ發赤 ヲ見 タ リ.其 他 両

ホPollak10), Sendtner11), Bobnc12), Lassar13),堤14),鹿 野15),石 津16),太 田17)諸氏 ハ外多數 ハ報告 ア リ.

マタ本劑 ノ職業 的中毒 ニ就 キテハCriegem18)ハ 報告 ア リ.即 チLeipzigハ 某革皮工場 ニ於テUrsol u. 

Pelzschwarz A. G.ヲ 使用セ ル卜コロ職工 ハ約1/3ハ 初 メテ皮膚炎及 ビ,氣道 ノ加答兒 ヲ發 シ,遂 ニ氣管枝性喘

息 卜同様 ナル症 状ヲ呈 スルニ至 レ リ,即チ定型的 ハ喘息様發 作, Charkot-Leidenaohen krystalle, Eosinophile

 zellenヲ 混ズル喀疾 ヲ出 シ,コ ハParraphenylendiaminヲ 含 有スル塵埃及 ビ揮發性申間産物 タルChinondi

minヲ 吸 入スルニ因 リ起 リシモ ハナ ラン卜推 定セ ラレタリ.

其他Damianos19),Jaksoh20)ハ 本劑 ニ因ル慢性 中毒 ノ結果高度 ハ脉管硬化症及 ビ萎縮腎 ヲ來セル例 ヲ報 告

セ リ.成 田氏41)ハ本劑 ヲ用ヰテ劇 シキ症状 ハ下 ニ目的 ヲ達 シタル1自 殺例 ヲ報 告セ リ.

予 ハ 偶 々頭 部,頸 部,手 指 ノ濕 疹 及 ビ其 堪 ヘ キ掻 痒 感,結 膜 腫 脹 充 血,眼 異物 感,羞 明,

流 涙,流 涎 等恰 モParaphenylendiamin中 毒 症 状 卜甚 ダ ヨク相 似 セル症 状 ヲ訴 フル 患者 ヲ觀 タ

リ,加 之奇 異 ナ ル ハ龜 頭,外 尿 道 ロ ニ掻 痒 感 ア リ,夜 中睡 眠 ハ之 等 ハ症 状 ニ ヨ リテ妨 グ ラル ル

コ 卜多 ク,醫 師 ニ ツキ種 々治 療 ヲ受 ケ タ ル モ未 ダ著 效 ヲ見 ズ 卜云 フ.弦 ニ本 實 驗 ヲ終 リタル 予

ハ其 症 状 ヨ リParaphenylendiamin或 ハ 化學 上 之 ニ近 キ物 質 ノ中毒 ニ非 ザル ナ キ ヤ ニ想到 シ,

其 患 者 ノ平 生 ニ ツ キ仔 細 ニ調 ベ タ ル處,患 者 ハ常 ニ窟 眞現 像 ニ從 事 スル コ ト多 ク,現 像 藥 トシ

テ ハParaamidsphenalヲ 温 水 ニ 溶 解 シテ 使 用 シヲ レル コ 卜ヲ明 カ ニ セ リ,即 チParaami-

dophenolハ 化 學 上Paraphenylendiaminニ 近 ク,其 生理 的 作用 モ亦 局 所 的,遠 隔 的共 ニ大 略

似 タ ル所 甚 ダ多 シ22),依 テ對 症 療 法 ヲ受 ケ シ ムル 卜共 ニ寫 眞現 像 ニ携 ハ ル コ トヲ禁 ジタル ニ漸

次 快 方 ニ赴 ケ リ.

現 今職 業 的 ニ或 ハ非職 業 的 ニ モ寫 眞 乾 板 ノ現 像 ニParaamidophenolヲ 使用 ス ル モ ノ甚 ダ多

ク,カ カル 人 々 ハ中 ニハ 往 々 ニ シテ 不 明 ノ發 疹,全 身 違 和等 ヲ訴 フル モ ノ ア リ 卜聞 ク,斯 カル

際 ニハ 先 ヅ現像 藥 ニ注 意 スベ キナ リ,勿 論 個 人 ニ ヨ リテParaamidophenolニ 對 シ鋭 敏 度 テ異

ニ スル 點 ハ大 ニ コ レアル べ シ 卜雖 モ茲 ニ附 記 シテ 乾板 現 像 ニ從 事 セ ラル ル 人 ノ注 意 テ喚 起 セ ン

卜ス.

上 來 述 べ シ 卜コ ロ ニ ヨ リParaphenylendiamin或 ハ其 中間 酸 化 物 ガ實 ニ峻 劇 ナル毒 作 用 ヲ

有 ス ル コ トハ疑 ノ餘 地 ナ キ トコ ロナ ル ガ,松 本 氏5)ニ ヨ レバ 本 劑 ハ温 血 動 物 ノ炎 症 性 皮膚 ヨ リ
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吸 收 セラル ト云 フ,思 フニ人 ガ本 劑 ヲ使 用 スル ニ際 シ,頭 皮 ノ微 少 ナル創 傷,例 之表 皮剥 脱 ノ

如 キ ガ存 セ ンカ,本 劑 ハ皮 下 ニ侵 入 シテ甚 ダ シキ局 所 作 甫 即 チ炎 症 ヲ起 シ,タ メ ニ他 方 ニ於 テ

ハ 吸 收 ヲ容 易 カ ラ シメ,體 ノ各 部 ニ毒 作 用 ヲ現 ハ ス ニ至 ル ナ ラ ン.果 シテ然 ラバ 一旦 吸收 セ ラ

レタル 本 劑 ハ如 何 ニ シテ體 外 ニ排 出 セ ラル ル ヤ,抑 々動 物 體 ニ諸種 ノ解 毒 機 能 ノ存 ス ル コ 卜ハ

已 ニ明 カ ナ ル トコ ロナ リ,例 之 バ一 定 ノ毒 物Campher23), Phenol24), Benzoesaure25), Chlo

ralhydrat26), Bromalhydrat27), Mentol等 ヲ經 口的或 ハ非經 口 的 ニ動 物 ニ與 フ レバ,之 等 毒 物

ノ一 部 分 ハSchwefelsaure或 ハGlukuronsaure卜 抱 合 シ毒 性 比較 的少 キAtherschwefelsaure

或 ハgepaarte Glukuronsaureト シテ體 外 ニ排 出 セ ラル, Amidophenol亦 然 リ,依 テ余 ハPara

phenylendiaminニ ヨル 中毒 ノ際 ニ尿 中Atherschwefelsaure及 ビgepaarte Glukuronsaure

ノ増 量 ス ベ キ ヲ想 定 シテ尿 中 上記2物 質 ノ量 的 變化 テ觀 察 セ ン トシテ次 ノ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

實 驗 方 法

實 驗 動 物 トシテ ハ 健 康 ニ シテ 充 分 成育 セ ル雄 性 家兎 ヲ選 ビ,試 驗 前 數 日間 乃至十 數 日間 乾 燥 豆 腐 粕,水,

「キ ヤ ベ ツツ」 ハ一 定 量 ヲ以 テ 飼養 シ體 重 ノ移 動 少 ク ナ リ,略 ボ窒 素 平 衡 状 態 ニ至 リタル モ ハ ニ就 キ先 ヅ尿 中

ニ異 常 成 分 ナ キ ヲ確 定 シ タル 援,毎24時 間 ノ尿 ヲ捕 集 シ 「カテ ーテ ル 」ヲ以 テ 充分 膀 胱 中 ノ遺 殘 尿 ヲ モ洗 滌

採 取 シ,コ レ ニ ツキAtherschwefelsaure竝 ニgepaarte Glukuronsaureヲ 定 量 セ リ.

Gulkuronsaure及 ビAtherschwefelsaureノ 定 量 ハ 夫 々 隔 日 ニナ ス コ ト トセ リ,蓋 シ前 者 ハ定 量 ニハ1日

ノ全 尿 ヲ要 ス ル ヲ以 テ ナ リ,斯 ク シテ 數 日間 尿 中兩 物 質 ニ大 ナル 異 動 ナ キ ヲ確 メ タル後10% glycrinwns-

serlosungニ5%ハ 割 合 ニParaphenylendiaminヲ 溶 解 セ ル モ ハ ヲ家兎 ノ兩 耳 翼外 面 全 部 ニ其 儘或 ハ 「フ ケ

カ キ」(「セ ル ロイ ド」製)ヲ 以 テ 強 ク充分 擦 リ タル後 萬 遍 ナ ク塗 布 シ,稍 々乾 燥 ス ル ヲ待 チテ, 3%過 酸 化水

素 水 ヲ塗 布 シ爾 後 前 ハ如 ク尿 ニ ツキ兩 物 質 ノ定 量 ヲ施 行 セ リ.

總 窒 素 量 ハKjeldahl氏 法 ニ ヨ リ, AhterschwefelsaureハFolin氏 法29)ヲ 用 ヰ, GulkuronsaureハC. Tollen

氏 法30)二 從 ヒテ 定 量 セ リ, Glukuronsaureハ 定 量 ニ當 リ使 用 セル硬 化 濾 紙(東 洋 濾 紙 株 式 會 就 製,直 径6.5cm)

ヨ リハ 定 量 シ得 ペ キ量 ノFurfarol-Phlorognlcidヲ 生 ゼ ザ リシヲ以 テ 之 ヲ計 算 ゴ加 ヘザ ル ゴ 卜 トセ リ.

實 驗 成 績

實 驗 成 績 ヲー 括 表 示 ス レバ第1表 乃 至 第8表 ノ如 シ.

第1表 及 ビ第2表 ハ 余 ハ調 製 セ ル染 毛 劑 ヲ耳 翼 ニ何 等 損 傷 ヲ與 フ ル コ トナ ク 靜 カ ニ充 分 塗 布 セ ル場 合 ニ

於 ケルAtherschwefelsaureハ 成 績 ニ シテ,第3表 乃 至 第8表 ハ耳 翼 ヲ「フ ケ カ キ」ヲ以 テ 強 ク擦 リ タル後 塗

布 セ ル モ ノ ノ成 績 ヲ示 シ,其 中 第6乃 至 第8表 ハAtherschwefe1saureノ 外gepaarte Glukuronsaureヲ 隔 目

ニ定 量 セ ル 成 績 ナ リ。

之 等實 驗 成績 ニ依 レバ家 兎 尿 中 ノAtherschwefelsaureハ 皮 膚 ニ損 傷 ナ キ トキハParaphenylendiaminヲ

充 分 塗 布 スル モ其 排 泄 量 ニ何 等 影響 ヲ被 ル コ トナ ク,之 ニ反 シ皮 膚 ニ損 傷 ヲ奥 ヘ テParaphenyleudiaminヲ

塗 布 ス レバ 尿 中 ノAtherschwefelsaure竝 ニgepaarte Geuknronsaureノ 排 泄 屋 ハ 本 劑 塗 布 後 直 チ ニ増 加 シ

3乃 至5日 ノ後 漸 次 常 態 ニ 復 スル ニ至 レル ヲ認 ム.

4



Phenylenphylendiaiminヲ 含 有 セ ル染 毛 劑 使 用 ニ因 ル2 , 3尿 成 分 ハ變 化 ニ 就テ 2887

第1表　 (第1號 家 兎)

第2表　 (第2號 家 兎)
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第3表　 (第3號 家 兎)

第4表　 (第4號 家 兎)
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第5表　 (第5號 家 兎)

第6表　 (第6號 家 兎)
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第7表　 (第7號 家 兎)

第8表　 (第8號 家 兎)
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結 論

Paraphenylendiamin含 有 ノ染 毛 劑 ヲ家 兎 ノ皮膚 ニ損 傷 デ與 ヘ テ 塗 布 スルレ トキ ハ或 ル程 度 ノ

中毒 症 状 ヲ發 シ,尿 中 ノAtherschwefelsaure竝 ニgeparte Glukuronsaureノ 排 泄 量 ハ明 カ ニ

増 加 シ,塗 布後 數 日間 之 テ定 量 的 ニ證 明 シ得 べ シ.

寫 眞 乾 板現 像 ニ用 ヰ ラル ルParaamidophenolモ 亦Paraphenylendiaminド 同様 ナ ル 中毒 症

状 ラ發 スル モ ノ ノ女ロシ.

(5. 8. 4.受 稿)

文 獻

1) Duvois u. Vzguzon, Compt rend., 100, p. 533-535, zit. nach Kunkel: Handbuch d. Toxikologie 2 

Halfte, S. 616 u. Arch. f. exp. Path. n. Pharm. Bd. 84, S. 182. 2) Pzppe, Vierteljahrschr. f. ger. Med. 

Bd. 12 Supplement-Heft, S. 116. 3) Kobert, Fortschritte d. Mod. S. 282, zit. nach Kunkel: Handbaob. 

S. O. S. 616. 4) Erdmann u. Vahzlen, Arch. f. exp. Path. u. Pharm. Bd. 53, S. 401. 5) Matsumoto, 

Dissert. -Wilrzburg. zit. nach Arch. f. exp. Path. u. Pharm. Bd. 84, S. 183. 6) Cathelinau, Ann. d. 

Dermt. et do Syph., 6, p. 24. zit. nach Dittrich: Handbuch d. arztliche Sachverstandigen Tatigkeit Bd. 7, 

II. Halfte. S. 351. 7) Schutz, Aerztliohe Saehverst: -Ztg. Bd. 8, S. 108, 1902. 8) Laborde u. Melliere, 

Compt rend. 53, p. 213. Zit. naeh Dittrich: Handbuch. S. O. S. 351. 9) Bezger, Arch. f. Augenheilk. 

Bd. 50, 8, 249. 10) Pallak, Berliner klia. Woohenschr. 30, S. 389, 1905. 11) Sendtner, zit. nach 

Berger. S. O. 12) Bohac, Prag. med. Wochenschr. 30, S. 389, 1905. zit. nuch Dittrich: Handbuch. S.

 O. S. 350. 13) Lassar, Monatschr. f. prakt. Dermat. Bd. 25, S. 79. 14) 堤,眼 科 臨 状 醫 報,明 治

45年6月,第7輯,第6折, 212頁. 15) 鹿 野,皮 膚 科 泌 尿 器 科 雜 誌,大 正3年 、第9輯1第4折, 165

頁. 16) 石 津,衛 生 試 驗 彙 報,第13號. 1頁. 17) 大 田,皮 膚 科 泌 尿 器 科 雜 誌,第14卷,第3號,

 215頁. 18) Criegern, Verhandlungend. 30 Kongressf. innere Med. zit. nach Dittrich: Handbuch S.

 O. S. 349. 19) Damianos, zit. nach Narita. 20) Jaksch, zit. nach Narita, 21) 成 田,南 満 醫

學 會 雑 誌,第12卷, 35頁. 22) Hinsberg u. Treupel. Arch. f. exp. Path. u. Pharm. Bd. 33, s. 216. 23)

 Wiedemann, Ebenda Bd. 6, S. 230. Schmiedberg u. Meyer, Zeitschr. f. physiol. Chem. Bd. 3, S. 422. 

Magnus-Levy, Bicchem. Zeitschr. Bd. 2, S. 319. 24) Schmiedberg, Arch. f. exp. Path. u. Pharm. Bd. 

14, S. 228. Neuberg u. Meyer, Zeitschr. f. physiol. Chem. Bd. 29, S. 256. Fromm u. Hildebrandt, 

Ebenda Bd. 33, S. 577. Salkowski u. Neuberg, Biochem. Zeitschr. Bd. 2, S. 307. 25) Magnus-Levy, 

Ebenda Bd. 6, S. 502. 26) v. Mering u. Musculus, Ber. d. Deutseb. chem. Gesellsch. Bd. 1, S, 610 u. 662. 

Kulz, Arch. f. ges. Physiol. Bd. 33, S. 221. v, Mering, Hoppe-Seylers Zeitschr. Bd. 6, S. 480. Neubeig u.

 .Nayer, Ebenda Bd. 29, S. 256. 27) 遠 藤, Biochem. Zeitschr. Bd. 152, S. 2.6. 28) Bonnani,

 Bejt. z. Chem. Physiol. u. Path. Bd, 1, S. 304. 29) Folin, Joum. of biol. chemist. 1, P. 131. 30)

 Tollens, Zeitschr. f. physiol. Chem. Bd, 67, S. 153.



2892

340. 6

Kuzre Inhaltsangabe.

Uber einige Verinderungen im Harn infolge Verwendung eines

 paraphenylendiaminhaltigen Haarfarbemittels.

Von

Ryohei Nakai.

Aus dens gerichsartlichen Institut der medizinischen Universitat Okayama.
Eingegangen um 4. August 1930.

Paraphenylendiamin unterliegt durch eine oxydierende Substanz, wie Wasserstoffsu

peroxyd, einer dunkelblauschwarzen Farbung. Es wird deshalb zum Farben von Fellen, 
Pelzwaren und Federn sowie auch als Haar- und Bartfarbemittel verwendet. Wenn man 

es zum Farben der Kopfhaare beim Menschen benutzt, so konnen schon bei einmaliger 

Anwendung lokal heftige Ekzeme an den betreffenden Hautstellen auftreten und es zeigen 

sich dabei auch allgemeine schadliche, resorptive Wirkung. Auch den resorptiven Ver

giftungen gehen Ekzeme voran, die sich auf Stirn und Nacken ausbreiten und denen 
dann Odeme im Gesicht und besonders an den Augenlidern folgen. Danach setzen 

resorptive Erscheinungen mit Tranenflusz, Diarrohen, Erbrechen, Nierenblutungen, Ex

ophthalmus und Krampfen ein. Ahnliche Symtome sollen bei Personen auftreten, welche 

die Entwicklung photographischen Platten gewerbsmassig betreiben.

Verfasser berichtete auch uber einen Fall, bei dem ein Polizeioffizier sich mit Para

amidophenol beschaftigte.

Experimentell kann man bei Kaninchen die Vergiftung dadurch hervorrufen, dass 

man die hintere Flache des Ohres mit einem Kamm stark reibt, und darauf zuerst Para

phenylendiamin, dann Wasserstoffsuperoxyd in genugender Menge aufstreicht. Verfas
ser berichtete schon uber eine vermehrte Ausscheidung der Atherschwefelsaure bei den 

vergifteten Kaninchen und uber gepaarte Glukuronsaure im Harne. (Autoreferat.)
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